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常温陰 匪にとどまる時に更 に約10滴 位試藥 を追(尿10ccに α5～1・09)添 加 すれば よb◎ 助 の寳.

加 す るか叉は塵酸 を添 加する と常温 陽性 になる こ 験的盧陰性尿 は全 く自然 の もの と同一の性質を示

とが稀 にあ ることを知 つた。此 の時尿 を酷酸 鉛で す。 自然 の虚陰性例 も尿 中の無機 又は有機 撞たよ

沈澱 せ しめ ると沈澱部 か らの酸 性 アル コー ル抽 る もの と思 われ る。

出液はEigelbeDiaz◎reakti◎n陽 性であ り、 濾液Ehrlich氏Aldehyd試i藥 に よつ てUrobilinogenl

の 方 に如何 に大量 の試藥 を加 えて も常温では陰性 反慮 を行 う際 、此の盧陰性 の例が稀 ではあるが存

で ある。(α 型 のみを含 む尿に如 侮に 試藥 を大量 在 することを注意 しなけれぽ な らぬ と考 える。

加 えて も常温では陰性 にと どまつて いる)又 尿 を 追 補(3)Ur◎bilinOgen反 磨(α 及 び β)

酒石酸 々性 として エー テル 抽 萬を行 い、Eigelbe以 上 の所見か ら尿のUr◎bMnogexx反 慮 を正 確

Diaz◎reaktiOnを 行 えぱ 帥時陽 性反慮 を示 す。 一・ に且 群 型及び β型 を直別 して施行 する方法 とし
げ

方工一テル抽 出後 の濾液 は如何 に大量 の試藥 を加 て次 のtk(Z・EigelbeDiazereakti・nを 行 うのがよ

えて も常温陽性 とはな らない。即 ち此の揚合は一。 い と考 える。即 ち尿 を酒石酸 々性 と してエーテル

見常溜陰性 とみえて も(α 型のみ とみ・えて も)實 抽 出を行V・EigelbeDiazoreaktionに よつ て β型

は β型が 存在 しているのであ る。著者はかかる例 を槻察す る◎次に尿に酷酸鉛 を加 えて生す る沈澱な
を 、、盧陰性"と 呼 んで いる。 かかる例 を實i二a的に 。 を濾過 して濾液で再びEigelbeDiazoreaktionを

つ くるには常温即時陽性尿 にKH2PO4を 相 當量 行 つて α 型 を観 察す る。.

結 核菌 の グ リセ リン代 謝 に就 て

(第 、 一・ 報)

國立療養所刀根山病院(院 長 渡邊竃郎博士)

阪大 理學部化學科(指導 赤堀四郎教授)一

笹 川 泰 治 山 村 雄 一

(本論文の要昏は昭和23年3月 大阪醤學會例會・昭 ・ 「グJを全 く含まぬ培地に於ても増項可能ならしめi

和23年11月 近 畿結核集團會及び昭和24年4月 日本 ・ 弱毒 人型菌 を得ている。Evanoff及 びSweany(8)

結核病學會総會に於て獲表ぜり。)ら の如 きは彼等のCream-eg9-inilk培 地 では「グ』

が反 つて獲育阻 害的 である としている。

第1章 緒 言 然 し乍 らrグ 」 を以て結 核菌 のessentialmeta.

結 核菌培養 の炭 熱 として最 も多 く恥 られてbOliteと す る考 を支持す る者 は極めて多 くFeni'

いる ものはグ リセ リンである.グ リセ リン(以 下ba?handRgddier(9),He・ ・ley(10)Malc」lmand

「グ 」 と略記 する.)撮 初 結 穂 に 肺 たのはMe「 「il1(11)Long('2)・C・「pe「(13)等錨 に上つてい
,

NbcardundRoux① で あ り、その後Roskauer及 る 。

びBeck(2)はrグ 」が結核菌 の発育 に最 む好適 な 私共は この結 核菌に とつてessentia]・metab・lite

炭素 源 となる ことを発見 した。 と考 え られる 「グ」の結核菌 に よる代 謝機鱒 を明

而 してFrouin,(3)Terroinea4dLobsteiRω ら らかにする爲 に次 に述べ る實験 を行 つたので)-k.

は培 難 中が グ縄 囎 殖結核菌明 旨質量 と一 の澱 をこ こに第繍報 として報告する?

定 の関係のある ことを述べて いる◎然 し最近では 第2章 實 験 方 法

Hellley(5),.Dubo・・(1～X7)らは 「グJを 含 まぬ結 核菌

の急速 大量培 養法 を発表 してお り、又大阪大攣竹 第1節 結核菌酵索液の調製

尾結 核研究所 に於ては 「グ」 を漸減的 に減 少して 菌 株は 凡て鳥型結核菌(竹 尾株)を 用 いた。

添加せ しめた培 地に 人型菌植 纏 ぎを行 つて 途 に 鳥型菌 の「グ」肉汁塞天増地 崎培養第4-7日 目

一 一4_
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のものを白金耳を用いて、無菌的に採集 し、生理

的食盟水に浮游せ しめ、数同(通 常5回)遠 心沈

澱、洗瀞をくり返 して、最後にメノウ乳鉢中で20

分間充分磨砕 して、再び生理的食堕水に浮游せし

めたものを用いた。浮游液中の菌量は可及的同一

とする様に心掛け、1cc中 約10mg前 後の菌 を含

む檬に調製 し正確な菌量は乾燥菌量を以て現すこ

ととした◎

第2節 グリセリン及びその他の基

質の酸化分解の測定法
㍉上述の結核菌酵素液 を基質に作用せしめて

、そ

のときの酸素吸牧量の増加をワールブルグの槍歴

法を用いて測定した。通常容器主室に菌 浮游 液

(酵素液)、燐酸緩爾液 を入れ、側室に基質を、中

央小室に20%苛 性加里溶液を入れ獲生する炭酸

ガスを吸牧せ しめた。菌の呼吸率(R・Q・)の 測定

はWゆurgundYabusoe(14)法 に從つて行つた。

魎定温度は37.5。Cで あつて、容器は 察氣を充Le

てある。'その他 「グ」の申間代謝産物に關テる實

験も行つたか・その方法に就ては各項に於て述べ

る。・

第3章 實 験 成 績
1轡 〆

第1節 鳥型 結核菌によ るグ リセ リ

.ン の酸 化に就 て

「グ」の10や モル宛 を ワール ブルゾ の各容器 に

入れて之に結核菌 を作用せ しめて、酸素吸牧量 を

ワールブルグ瞼歴法 に從つ て測定 した。 その成績

億第一表に示す如 く・結核菌の酸素吸牧量は「グ4

の添加によつて著 しく檜加 し、1モ ルの 「グ」に

封 して酸素11～12原 子 を治費 している。 この値

は 「グ」 ゐ完全分 解 に要する酸素原子藪 、7原 子

よりもi遙かに大 きい。 同様 なことは、Clヂ カル

ボン酸に屡する フマー～レ酸、オ キザール酪酸 に於

ても見 られ るのであつて、 このこ とは 「グ」が 自

ら酸化を受 ける のみな らす、 菌 のendogeneous

「eSpi「atienを促 進せ しめる ことを示 して いる
。

第1表 鳥型結核菌によるグリセリソ

、'の 酸化

灘定法:ワ ールブルグ氏強堅法

鳥型結核菌グ リセ リン肉汁寒天培地培養第7日 目浮游

液O・7cc(菌 量10.3㎎1ce)燐 酸 緩衝液(pH7.7)0、3cc

添加 グリセリン量M/10溶 液0・1cc蒸 溜水を加えて全

量2、4ccと す。

酸 素 吸 牧 量(c鋤 の

距 二]13}57910窒1
24a851鄭7・41・28L9167&・118幅 ・8鰯

封劇6卵 αgい5ユ22獅1蜘 瑚3鵬

劃17蜘 ・・9「6-62・8;H・ 封 卿 闘1

第2節Qo2とRQ.並 びに塔養

日鍛との醐係 一

鳥型結核菌の 「グ」寒天培地培養第6日 目の菌

を数本の 「グ」窪天培地に同時に植糧 ぎ増養 日数

第4日 目よ勢第9日 目の菌を用いて菌のみの場合

及び之に2×10『6モ ルの 「グ」を添加 した場合の

Qo2及 びR・Q・ を測定した。勿論このとき

Q・2X-snyin-ZveB¥間懸 辮 垂膿
yweig而

・轟 発鑛 績 蓋 響

である。

その成績は第2表 に示す如 くであつて、之 を要

約 する と次の如 くである◎ ・
な

(1)「 グ」添加 の有無 に關せすQo2な 培 養 日数

と一定 の關係にあ り、培養第6～7日 目に最大 と

な り、又 この時爾者 の値の差 も最大 となる 、この

故 に培養第6～7日 目の菌が最 も強V・酵素作用 を

有 している。 一

(2)R・Q・ は 「グ」 を燐加 した ものは添加 しな

い ものに比 して大で あ り、培養第6～7日 目に爾

者 と もにその値が大 となつている。「グ」が完全分

第2表Q)sとR・Q・ 並びに培養日鐵との關係

iQゼ …KQ・

培撚1菌のみ緋 」重剃 評 癒

4}・ ユ・2い6・2α76い9r

52… 】23・4い 剛9・91

6'12州35・21・ ・71巨 ・9

7}28・7 36・・1・ … 1,01

8い3・85i・6・6 ・・8・澗 ・・97

9…85・4・ ・51・ ・72}C・ ・97

㌧＼
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解 を受 けた時 のR.Q.は0.857で 、 實測 維は これ

よ 勢も大 となつてい る。

第3飾 グ リセ リ「ン酸化に友ぼす

pH並 びに温度 の影響

M20燐 酸 緩衝液D種 々のpHに 於 て培養 第6

h'目 の 鳥型菌 を用いて10"sモ ル のrグ 」添加 の下

に酸 素吸牧量 を測 定 し、至適pHを 求 めた所第3

表 に示 す如 く稿 酸性 側にあることを知つた◎而

してpH58よb7.3位 迄 はpHに よつて殆 ど

差 を認 めない。

♂ 第3表 至 適pH

　

pH{5・21ξL「5・8

1
6・116・4i6X

§

7・iゆ1&・

鰹慧

・甑 凶 呈晦3:3擢 タ5
.6136.9135.・i34,4132.423、51

慶{

次に鳥型菌の 「グ」酸化能に及ぼす温度の影響

を見たのに、菌俘游液 を50◎C10分 加熱すれば
o

菌 の呼吸ぱ不攣 であるが「グ」酸化力は約60%曳 減

・少 し60℃10分 に て完全 に酸 化力を失 うe

第4節 魚型結核菌 のグ リセ リン酸化に

nv及 ぼすC{ヂ カYbボ ン酸及び マロ

ン酸の影響 .

Szeut-Gy6rgyi(15×16)σ?)及 び その一門は動物組

織 に於 けるCgヂ カル ボ ン酸 の演する重 要な役 創

につ いて述 べ鳩胸筋の細挫組識の酸素吸牧量 はそ

の ままで は時間 の経過 と共に低下するが 、魏珀酸 、

フマール酸 、林檎酸 、オ キザール酷酸 の各歎7を

添加する ことに よつて、呼吸 を鵡bilizeす る こと

が 出來 σ8)、且 つ この時 負 ヂカルボ ン酸 の不 可

逆的酸 化が起つている のでは な くて、 これ らの酸

が一つ のC理eを 形成 して ・筋組織 の呼吸に燭嬢

として働いてstabilizingeffectを あ らわ している

とし、又 マロン酸 がこのeffectを 可 逆的競争的 に

阻害する の を見 た。私共 は「グ」の酸化に 風ぼ すC{

ヂ カルボ ン酸 並びにマ ロン酸の影響に就 て實験 を

行 つた。

負 ヂカル ボ ン酸 としては、 フマー・ル酸 及びオ キ

ザ ール酷酸 を用 いた。 その成績 は第4表 、第 δ表 、

第1圖 、第2圏 、第3圖 に示 す如 くで ある◎

第4表 結核菌のグリセリソ酸化に及ぼす

フマール酸及びマロン酸の影響 践

測定法、ワールブルグ氏鯵蟹法

各 容器 は菌 俘 游 液1・2・ ◎(6・7mg/・c)、 燐 酸 纐 液

(pH7・7)0・3c。 及 び 各 下の 濃 度 の グ リセ リン、 ツ マ ー

ル 酸 及 び マ ゴ ン酸 の 一一定 量(α1又 はO・2cc)を 加 え全

量 を2・4ccと して酸 素 吸牧 母 を測 定 した ◎

温 慶37・5◎C、 塞 氣 申taij定

郵 劉 フー 曜 一 駿 酸勲 牧量(一)翫6瓢

3繍{儲 粛{13・分一・6・Eii-ifu,h

1

一}

一
ユ

[

0

『 「34・4i70・4140ゐ

一 ト ト69・2

=1=1-・ ・li-1

110、0187.5

16.323.6一 葱]1

■ 一 ・・1i一
一一45.493,5170 .1

・・il-1・ ・1
、 一

98.δiV154,022&0;

・・1■ 引 …/--12・ ・S3・84・ ・1

一 ト ト … ■5L・189 ・9・6蕊

・・1-H■ 引 咽 ・4・・gi肌

引 一

・・ll-・

・・2H-T'1'8i
,138'31238'・

・2-1-j塑11168・1i/

一一}-1⑩E ・2i-1α2(嚢3㌦oユ4r・ 王/

第5表 結核菌のグ リセリン酸化に及ぼす

オキザール酷竣及びマロン酸の影響

測定法:ワ ールブルグ氏検堅法

各客器中の組成及び實瞼條件は第4蓑 に同じ
、

難講報識 齢識

3

4

一 　一 停 ■ 一 　 36・2い狛18ρ

・・1--1一

一 ・。・ト ー

一一6こ ～。5102,6167、4
　

/-62・:;11・7・811併 ⑧

列 ・・1■ 一 十 伽 睡5126釦
一 … 一 田 ・・ユ1%・8湊8{662

一H… … …{4凋89・2・65・6

一 ■ 一 弓 二い …1 59,4:115、1
…

叫 一H-一}δ3・ ・レ8i・5}1弦 ・

訓 ■ ・・1… ■ 瑚3・ ・9・6L・

一一di

一 一紬斗捌三隣繋糊
__6

雛
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㍉ 第1圖
第2圖

2edPS1e

ジ

第

輌紀

ジ

βmm

200

レ6名彬

lo

60

粘、ソげ、

120か

帥 ち

(1)マ ロ ン酸添 加によつて菌のみの場合 も「グ」

を添加 した場合 も共 ℃その酸 素吸牧董 は著 し く減

する。勘ちマロン酸 阻害 をみ とめた。

(2)絡 末 濃度M/24000の マ ロン酸 阻害は、同

濃度のヲマール酸 オキザ ール酷酸添加 によつて除

くことが出來る 。即 ち(1)の マ ロ ン酸阻害は可逆

一…'的にC4ヂ カルボ ン酸 によつて除 くことが出來る
。

絡末濃度M/2400の マ ロン酸阻害は、之 に ユ/10

の濃度の オ キザ ール酪酸 を添加 して も除去出來 な

bo

5ae2v'4

4φ凝

60一 ノ20分

以上に よつて 「グ」の酸化にC.iヂ カルボン酸

系が關與 していることを知ることが出來る撫

第5節 グ リセリン酸化に及ぼす

諸種の阻喜物質の影響

諸種の酵素系を特異的に阻害する物質を作用さ

せて、その阻害の態度を見、逆に反懸に與かる酵
ま

素系 を推測す ることが 出來る。私共は この意曝 で

種 々の阻寄謝 を作用 させ て見た。又 「グ」の如 き

C:、化合物 が炭素源 として 酸化分解 して 行 くので

あるか ら、特 に解 糖酵素が關與 しているか否か を

調べ る必要 がある。此の鮎 か ら次 の如 く種 々の阻

害謝の影響 を調べた結 果 、第6表 に示す如 き成績

を得た◎之 を要約 する、ど

(1)解 糖 酵素阻害謝であるモノ ヨー ド酪酸 、フ

ロ リヂ ンは、菌の呼吸には殆 ど無影響であるが、

「グ」の酸 化 を抑制 し、弗化 ソーダは爾春 いつれ に

も作用 しない。

(2)亜 砒 酸 ソーダは低 濃度(終 末濃度11200モ

ル)に て 「グ」の酸化 を抑 欄するe

(3)カ ル ボニル試藥である フェニル ヒ ドラジン

は 「グ」の酸化 を抑綱するが、 セ ミカノシバ チッド

は全 く無影響 である◎

(4)青 酸 ソーダ は 極 めて 低 濃 度(終 末 濃度

M/12COO)に て も 「グ」の酸化 を 殆 ど完全 に抑湖

する 。ナ トリウム ・アヂ ドの阻害作用は極 めて弱

v、o
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第6表 グリセ リン酸化に及ぼ ナ

種 々の阻害鰯の影響 ・

鳥型結核菌のrグ 」寒天培地 培養第6日 目の 菌俘游

12c・c(液 菌量4・4mg/c¢)1/10N燐 酸緩衝液(pH7 。7)

0・3ccグ リセリソ .(1/100モ ン)02ccに 対 して、下表

の割に種々の 阻害捌を加え、.各容器全量を 蒸溜水にて

2・4ccと し、 ワー…ルブルグ氏繊歴法にて測定す。測定温

度37・5。C、 阻害の程度は次の如くあらわす。

(基質添加酸素吸牧量)、

阻議噛鑛 耀 欝響 轍素吸撃鯉
一(菌 のみの封照酸素吸牧量)

　

阻 害 物質

青酸ソーダ ・/12…126%ltb・ 捌

ナ トリウ ム ア1/2400

ヂ ド ・
・%い ・%

享よ リウムア11/24…
・%1 O%

添 加d絡
末濃度
(Mの

硫 酸 銅 ・・一一・1
.・%{

0%

硝 酸 銀 10-4 ・%{ 70%

阻 害 度

睡 に判留警
・/24・1 ・%!・%

(5)硫 酸銅は阻害作用をあらは1なV・ が、硝酸

弗 化 ソー ダ

モ ノ ヨ ー ド酷

酸 一

1/48 1・%11・ ・%

1/12・・i・ ・%158%

1/24・・1・e%i59%

フ ロ リヂ ソ 1/106 ・%1・2%

亜砒酸 ソーダ1

ユ/24・ い2-13%17・-9・%

1/12・・i ・%い ・%

フx鵡 ル ヒ ドi

ラ ジ ン1
1/6…1 。・%い4%

セ ミ カ ル バ チ}・ ・8x1・ 一一・1

ツ ド}3X・ ・-31

・%』 鮮・拶

・劉 ・%

銀は 「グJの 酸化を抑制する◎

以上の成績は凡て結核菌浮游液を用V・て行われ.

た ものであつて、その爲に酵素系に於ける如 く、

明 らかな阻害作用を認 めることが餌來なかつたが

「グ」の酸化が大艦解糖と同様な道 を通るものであ

り、從つてカルボニル化合物 を通つて分解 を受け

るものであり、又その酵素と系 してチ トクローム
　

系、フラビン酵素系 を考えてもよV・と思われるゼ

第6節 鳥型結核菌によつて酸化を受け

るグリセ リン並びにその誘導髄の基
ノ

質梼造特異性に就いて

鳥型結核菌によつて酸化をうける 「グ」類似の

化合物の構造特異性を槍した。實験方法は前節に

準 じて行い、種々の基質の一定量に封 して、鳥型

結核菌を作用ぜしめて、 ワールプルグ槍歴法によ

つて酸素吸牧量 を測定 して、酸化の程度を定めた。

その成績は第7表 に示す如 くである。'Ptpt
蟻

第7表 鳥型菌によつて酸化を うける基質構造特異性

鳥型精核菌 「グ」寒天培養第5～7日 目の菌浮游液1.Occ1/10N燐 酸 緩衝液(pH7・7)0・3ccに 封 して下

表にあげた基質を加え各容器全量を蒸溜水にて2.4ccと しワールブルグ瞼塗計にて測定す。

測定温度37・50C

基 質 物 質

グ リ セ リ ン

ト リ メ チ レ ソ

グ リ コ 隔 ル

構 造 式、
添 加 量

1(eル)

CH.一 一一〇H

多
CH・_OH

}CH
,_OH"

CH--OH

ド
.CH,

CH,_OH

10-5

10-5

俳 モ ノ ク ロ ル

ヒ ド リ ン

ぐH_C1

∫CH
-e-〈)H

「

CIIニ ーOH

10-s

野
駿
に
費
敷

子
浦
子

分
る
原

-
す
素

11～12

7。3

0.5

ぴ)「 グ」酸化に酸素吸牧度

陣 する脇

穐 、

井

士

__8__噌 ノ



401

馬「 CH

",♂ ヂ ク ロ ル

さH
ヒ ド リ ン }

CH
プ CH

侃,{篤ノ

ヂ エ チ リ ン

,

CH、_C工

6.■ 。H

CHg-Cl

CH諾 ・-OC -H5

dH--CH
lCH

£一 ・OCまH5

プ ロ ピ ル

ア ル 認 一 ル
、

CHIt

ξCH

急

M
CH。_-OH

イ ソoプ ロピ ル

ア ル コ{ル

cm

∫C
H--OHb

fCIL
_.OH

5
鰯01

5}01

10-b

ア リ ル

ア ル コ ー ル

CH,

簸
CH

噸

むH_OH

δ
備01

5鳳01
醗

-1

「

ー

ン

禰
ル

レ

一コ

チ

リ

エ

グ

C宜_OH

}CH
-_OH

1e-5

0

叉

0,5

μ

0

43

±

「グ」酸イピ

50%

阻 害

エ チ レ ソ

クロ ル ヒ ド リ ソ

CHゴ_CI

∫
CH、-OH

10-5

ル

ン

ロ

リ

ク

ド

ヂ

ヒ

CH_.Cl
l
CH,-C1

飽 和

溶 液

ヱ チ ル

,ア ル 認 一 ル

CH:1

「態CH
__OH

10・-s

0

、

3.4

メ チ'ル

ア ル コ 陶 ル
CH3-OH 10-・ 「)

ペ ソ ヂ ル

ア ル コ ー ル (〉-CH・ 一一〇H
飽 和溶 液 十

チ ム ト

ア ル コ{ル

和

液

飽

溶蓄㎜ン
/
＼

噸

イ ノ シ ツ ト

HOOH
　 ノ

HO<二>OH,、

/＼HOOH

10-s 6.0

}

マ ン ニ

グルコサ ミノ師ル

ズ ル チ ッ

び)酸 素吸牧度の記號は次の如 くである。 ・

昔1モ ルの基質に封 して2原 子以上の酸素吸牧のあるもの

+1モ ルの 〃 〃1原 子丙外の 〃 〃

±1モ ルの 〃nv〃1/2原 子内外の 〃 〃
一 全く酸素吸牧なきもの

一一一9_

ツ ト 10-5 52 朴
講

o

陸

,

ミ ノ 師 ル 砂 10-5 1.2 十
～

ツ ト ・・一・in 十

『

『
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第7表 を要約 すれば次 の如 くである。

(1)確 實 に酸 化を うける と思 われるのは 、グ リ

セ リン、 トリメチ レン・グ リコール、 エチ レン・グ

リコール 、プ ロピル アル コール～ エチ レンク ロー

ル ヒ ドリン、 エタノール等で あつ て、これ らの化

學構 造 と して、

-CHギCH2--OH-CH"CH,一 く)H

6.、

を有 している。帥ち上の基質構i造を有する ものが

鳥型結核菌によつて特異的に酸化分解せ らる。

(2)次 に第7表 に示す如 く、酸化を受ける基質

「グ」と構造近似の化合物が競雫的に酵素を奪い合

つて 「グ」酸化を阻害する現象の有無 を調べたの

に、アリルアル コールのみが 「グJの 酸化を胆害

する、但 し自らは酸化を受けない。

第4章 考按 並 びに結論

グvリセリンを以て結核菌のesselltialmetabOlite

とする學者は極めて多V・のであるが、未だ結核菌
な

によるグ リセリンの代謝に就て系統的に研究 した

る ものを知 らない◎私共はこの意味に於てグ リセ

リンを基質 とし、結核菌 を酵素とする一つの系 も

考えて、グ リセリンの代謝に就て酵素化學的に實

験を行つて第3章 に述べた如 き成績 を得た◎之を

要約するに

(1)グ リセリンは鳥型結核菌浮游液(休 止菌)に

卸つて酸化せ られ、その強さは培養 日籔 と關係が

あ り、第9乃 至8日 目に 最 も彊V・。部ち菌 の檜殖

の最 も 旺盛 な 時期 に一致 している。又 この時 は

Qo2の み な らすR・Q.も 大 で ある◎

(2)結 核 菌 に よる グ リセ リンの 酸化は 忌zent・

Gyδrgy1ら のC4ヂ カ ルボ シ酸 と蘭係があ り・マ

ロン酸 て よつ て可選的 に阻害 を うける ◎

(3)こ の 酸 化は解糖阻害鮒 ・チ トク ロー ム系及

び フラビン系酵素阻害酬 によつて阻害 をうける。

然 し菌 の浮游液 を用 いて いるので著明 な阻害 を來

さぬ ことがあ り、決定的 な結論 を述べる ことは出

來 なV・が、グ リセ リンが解糖 と同様 な道 を通つて

分 解 し、又その酸 化機韓 にヂ トク ロー ム系 、フラ

ビン酵素 系の關 與が考 えられ る。

(の 鳥 型結核菌 によつて 酸化 をうける基質の構

造 と して は 、

-C且2・ 一一C且rOH叉 は 一一CH-・CHニ ーOH

志H

なるを要 し、このグ リセリン酸化酵素系は一種の

アル コール酸化酵素系とみなされる◎

稿を終るに臨み、御指導と御鞭鍵を賜つた恩師渡邊ヨ

郎院長、並びに赤堀四郎激授に謹んで謝意を表す。文富

原硬激授の御}旨導と御校閲を賜つたことに深謝する。
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